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(1) 肝動脈血流遮断による血清ADSの消長

（第l報7
外I 中瀬 明

肝硬変症に於ける肝動脈血流遮断の血清ADSに及

ぼす影響を検索するを究極の間的として，今回は先ず

正常肝に対する肝動脈血流遮断後の血清 ADSの消長

を検した．犬でエーテル麻酔下試験開腹を行い，肝動脈

血流遮断と大略同等の手術侵襲を加えるとP 術後血清

ADSの上昇を認めるがネンブタール0.5cc/kgの麻酔

下では術後血清ADSの上昇は認めない． そこでネン

ブタール麻酔で肝動脈血流遮断を行うとP 遮断による

肝自体の変化と直接の関係ありと考えられる血流ADS

の上昇を認めた．なおp 術後26時間の剖検では，肝の

限局性管血及び猿死の範囲と術後血清 ADS上昇の態

度とは，相互に何等かの連関があるように恩われる．

(2) 陣全刻犬に於けるイシシュリン感性と肝

糖原量の消長

外I八尾英一郎

インシュリン感性は Norgaard-Thaysenの同化率

を採用した．際金易日後3 給品インシュリンを毎日体重

lkg につき， 1.5乃至5.0単位皮下に注射し，術後第2

乃至3週目空腹時インシュリンーテストを施行した
その結果p i）豚全刻犬は正常犬に比し， インシュリ

ン感性はp 鈍化の傾向を示す． ii）イ ンシュリン少量

飼育犬は，大量飼育犬に比し肝糖原量は少量でp 後者

は正常値下限に属した．インシュリン感性は両者の間

にp 特に差異が認められず，従ってインシュリン感性

と肝糖原量との聞には有意の関係を見出し難い． iii〕

隣全別犬ではp 肝糖原重大なる犬は手術的侵襲に対し

ても抵抗力が大である．またインシュリン・テストに

よる肝栃原量の増加率も大である．

(3) 肝静脈狭窄犬における肝流入動脈結殺の

門脈流におよぽす影響

外I細野幸吾

肝硬変症の実験的研究を行うにあたりp 先づ肝静肱

狭窄犬を作成し，そのうちのあるものには門除圧の冗

進p 腹水p 腹壁静詠怒張の出現を認めた．これら肝静

除狭窄犬に及ぼす総肝動肱p 胃十二指腸動詠p 右胃動

防c3者同時遮断の影響を正常犬と対比して検索した．

即ち熱電血流計により生体開腹時の門詠血流速度及び

門詠血流量を測定した．この実験成績によれば，肝静

肱狭窄後，腹水の発生しなかった犬ではp 正常犬と大

差はないが，腹水犬では概して著明な減少をみた．次

に正常犬と肝静詠狭窄犬の門除血流量に対する肝流入

動騎〈遮断の影響を検索するとP 正常犬及び肝静除狭窄

後腹水の貯溜をきたさなかった実験犬ではp 遮断直後

より門除血流量は一時的に著明な増加をきたすが，数

分乃至十数分後には遮断前値にもどり，その後は遮断

前の値附近又はそれ以下を動揺する．ところが，腹水

貯溜犬では遮断直後増加した血流量はy その後も低下

の傾向を示すことなく増加したま、で推移するという

特異の所見を呈した．以上の事実よりp 動除遮断は腹

水貯溜犬に対して門除血流量増加及び門肱圧低下を来

さしめることが判明した．尚教室の占部等の実験によ

れば，正常肝は肝動詠遮断後一時性の門詠血行障害を

来し，ために動物は肝嬢死を来すものと想定されてい

るがp この点腹水犬では肝動詠遮断後にか〉る現象は

認、められずp 反って門詠血行の増加を来す事実はp 腹

水犬では肝動防〈遮断後も肝壊死の発生を来し難いとす

る本庄p土屋の実験成績を説明するものと考えられる．

(4) 肝動脈遮断と肝壊死

外I 占部英彦

昨年我々は，肝動脈を結紫苫れた犬は，肝壊死にて

殆ど100%死亡するがp 肝動脈結紫直後，ペニシ リン

10万単位即ち，少量投与しても叉p 肝動脈結索前後に

亘払その大量を投与してもp 死亡率に著明な差の認

められない事実を報告した．肝動脈遮断直後に投与さ

れたp ペニシリ ン10万単位は， 約8時間p 肝内に保有

されP 細菌繁殖抑制作用を示寸事を知った．細菌繁殖

抑制作用が，方通、る短時間で消失するにも不拘，その

後は抗生物質を投与せずとも，肝壊死の発生が避け得

られる事実を単に，肝動脈以外の，肝臓に流入する動

脈細枝の代償作用で説明する事は困難である．さてP

肝動脈を遮断された肝臓に観られる欝血は注目すべき

所見で，この欝血を培地として細菌が繁殖するのであ

ろう．しかもペニシリン投与によ りp 生存し得た犬の

肝臓にか、る後血を認め得ぬ事実は，この欝血は可逆

的の現象と解釈せざるを得ない．ペニシリ ンはこの倭

血の時期に発生せんとする細菌繁殖を抑制するもので

ありp 門脈血行が暫時にして正常化すると共に，その

必要も認められなくなるものと解釈される．胃十二指

腸動脈，右胃動脈を結~切断した後，総肝動脈の血流
を2時間内に3固に亘りp遮断と解放を反覆し，最後に

永久的にこれを結査をした処，何等の抗生物質を投与せ

ずともP実験犬の半数を救命し得た．この事実もP か

〉る操作により， 一時的門脈血行隊害が防止され得た

為と考えられる．又我々は3 肝動脈を遮断された犬に

対して酸素注腸法により，門脈の動脈化は一応その目

的を達し得たが，肝動脈遮断後の死亡率を改善せしめ

得なかった. ~pち，肝動脈遮断後の肝壊死発生の重大

因子はp 肝動脈遮断による動脈中の酸素補給不能自体
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によるのではなし実に上述の肝動脈遮断により惹起

される，一時的門脈循環障害に基因するものと信じら

れる．

(5) 脂酸ペーパークロマ トグラフィーの脂肪

代謝研究への応用

外E 丹信敏・戸部隆吉・牧安孝

(6) α－ケ トグルタール酸等を中心としてみ

た生体内！脂肪代謝過程の研究

外E 深田斉廼・野田文雄・徐積鑑

我々は拘綴酸回路上のー有機酸であるt ケトグルタ

ール酸とケトン体産生の関連性を追究する目的で，ラ

ッテの静脈内へ教室で作製された胡麻油乳剤と共に糖

並に各種ピタミンを種々の組合せで注入し，その際の

血中並に各臓器のpケトグルタール酸及び血中ケト ン

体濃度の変動を時間的に追究した．その結果， i主人さ
れた脂肪が拘通産酸回路に導入されて代謝されることを

明らかにしP 更に各種ビタ ミンにより代謝が促進され

且ピタミ ンCの不足が生体内脂肪代謝の隊害を惹起す

ることを知った．

又一方脂肪乳剤注入時の虚性酸素量の変動より，糖

並に各種ピタミンが脂肪代謝を円滑にすることを実証

した．
従って此等の結果と先に報告された端野p 長等の研

究成績を綜合すると，脂肪代謝過程に於けるピタミ ン

の作用機序が生体内に於いてもよく説明されるのであ

る

(7) 放射性16tf.Pむを以てする脂肪代謝の研究

外E 域谷 崎・ 久山健・藤野昭三

我々は財惟燐p32をTracerとして，成犬を使用

し，静脈内へ注入された Glycerideの運命について，

血清の竜安崎動法及び肝臓の Smith-Dietrich氏リ

ポイド染色法並にそれらの Autoradiographieを合

併した方法で追究した．

脂肪乳剤注入前lこは， 常にp32はr;.-"fkぴ {i-Lipopro-

tein中に微量乍ら導入される．乳剤注入後に於ては，

20分目頃までは， p32は殆んど0-Lipoproteinの位置

に認められるが，30分を過ぎると， こんどはr及び

{i-Lipoproteinの位置に，乳剤注入前とは比較になら

ない程判然とp32が立証される．

一方，血清のr及び{i-Lipoproteinの部位に認め

られたp32が減量するのに平行して， 肝実質細胞内に

多少共p32を立証するようになりp 乳剤注入後3時間

目頃に至ると，肝実質細胞内，それも肝小業の周辺部

にp32が調蔓性に認められる． しかもその部位は我々

が従来採用してきた Smith-Dietrich氏リポイド染色

陽性の部によく一致する．

以上の事，，~は，脈管内注入 Glyceride が全身の組

織細胞内へ移行するためにはp それがまず Phosphol-

ipideの状態，それも Li仰，proteinなる結合状態にな

っていることが必要条件と考えられる．

(8) 心膜から起る循環調節反射について

外E河端修一

我々は実験的収縮性心膜炎犬の心内圧測定中に，屡

々肺動脈圧の一過性上昇を認めp ~‘に癒着性心膜免患

者の癒着心膜を剥離切除して，術前の呼吸困難発作消

失をみた一治験例を加えて， H心膜から起る循環反射

の存在H という強い暗示を得た．

犬の正常心膜及び癒着心膜に，種々の刺戟を加えて

起る循環動態の変化を夫々比較したのであるが，正常

心膜では，電気やアセチールコリン刺戟により大動脈

圧下降・徐脈と共に肺動脈圧の下降がみられるのに，

癒着心膜の場合は，過敏な大循環系反応と共に肺動脈

圧が70%もの」過性上昇を示した．更に正常心自主を過

拡張しても，問機の大動脈圧及び肺動脈圧の下降を認

め，以上の反射はすべて，両側頭部迷走神経の切断で

殆んど消失する．

従って，正常心膜は機械的のみならず反射的にも，

循環調節に関与し，恐らく心膜過拡張が適刺戟となっ

てP 迷走神経を介して大小循環系を抑制して，肺高血

圧を防止するが，癒着心膜の場合は，この調節機構に

狂いを生じるため一過性の肺動脈上昇が現われるので

あろう．

(9) 脳浮腫に関する実験的研究

外I 石井昌三

質問 半田講師

1. 脳浮腫による症状じ天幕下脱出による症状と

をどう区別されるか？

2. 外部からの圧迫1;1:, ；＇~H I立に より症状は異ならな

し、方通？

3.浮撞から腫脹に移行すると云われるが2 平時の

場合，腫援の起り方ーは極めて早い．この両者は発生の

本態が異なるのか，又従来云われる如くp 腫脹から浮

腫に移行するのではないか？

4. Bailey & Schaltenbrandの蒸溜水による脳浮

腫の実験の場合と演者の行われた雰験方法との差はp

脳浮腫を定量的に起させる点にあるのか？

答 石井講師

I) この方法が圧迫に依るため edemaのための症

状か圧迫自身によるものか叉 tentorialherniation 

によるものか厳密に区別することは出来ない．併し圧

迫開始直後に現われないか，ごく軽度に現われたもの

が一定時間の後著明に現われると云うこと即ち二次的

に現われることで大体 edema自身の症状或は edema

によって起る herniationで起る症状と云う風に解釈

される．

2) 頭jtf睦内々容が階大する現象をすべて便宜上

s＂’el lingと呼んで居る． こ、で私迷は H分Hで数え
られる期間内に起る Swellingは恐らく vascular

bedの容積の噌大 H時間H で数えられる Swellingは
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恐らく C.S. F.の変化更にグ日F をもって数えられ
る変化を本当の edemaによると考えている．

尚私が組織学的所見のところでのべた tumifaction

と云うのは intracellularの変化即ち histological 

な nomenclatureで先の肉眼的 Swellingと区別し

なければならない．

3) 血管の変化が edemaの発生に大切らし1.-、こと

はEvansと同意見である．併しその変化は必ずしも

vascular bedの増大のみを意味しない．それは更に

透過性の障害更に血管壁細胞の変性をも含むもので夫

々の結果あらわれる症状がその形に於ても時期に関し

ても相異っても差支へない．

追加・質問 荒木教授

脳虚脹というのは元来肉眼的変化につけた名称では

ないか． 脳射撃実験では脳麗脹が容易に起るように

思うが．

答

1）鉄砲による実験に似て居るものに airgun を

使用したものがありますが，これにも肉眼的な著明な

edemaの変化は見て居りません．

側 逆流性食道炎の成因に関する酵素学的研

究（第 l報）

外E 石上浩一・高槻春樹・間嶋正徳・
松尾裕・イ田光雄・稲井健・

木村正也・鈴木博

逆流性食道炎の発生機序を犬を用いて実験に匡した

結果からp 従来Wangensteenらの唱える酸ペプシン

説あるいはトリプシン説は再検討さるべきものである

ことを主張したい．すなわち犬の消化管各部位粘膜か

らの精製蛋白質の示すプロテアーゼ作用抵抗性を比較

悔すし，また消化管媛手E部を中心とした組織学像から
粘膜蛋白質の消化においてはカテプシンの意義が重大

であることを明らかにしP また遊離消化管壁に対する

各種の化学的障害作用を組織学的に吟味しP 更にかか

る実験的食道炎が食道でも最も血液循環の悪い部位に

一致して発生することなどを明らかにして，以上から

逆流性食道炎の発生に当つては食道粘膜蛋白質がペプ

シン又はトリプンン消化に対して抵抗が異常に低いこ

とも役割を演じてはおるがp 健常生活粘膜蛋白質が消

化され易くなる先行条件としてP カテプシン，胞汗な

どの作用が大いに考慮さるべきものであることを主張

する．

同五たび経静脈性脂肪輸入について

一特に生体内脂肪代謝過程からみた脂肪の

栄養学的意義に対する批判ー

外E 日笠頼則他7名

新たに施行した放射性 p32を以てする生体内脂肪代

謝過程の究明成績と従来行って来た組織顕微化学的あ

るいは生化学的実験成績とから，脂肪の栄養学的意義

を論ずるに当つては，間接的酸化型式を営む比率の大

なる脂肪酸を比較的多量に合有する脂肪と直接的酸化

型式を営む比率の大なる脂肪酸＇（勿論その中には不可

欠脂肪酸も含まれる）のみからなる脂肪とを厳重に区

別して考える必要性のあることを明らかにしp 前者が

生体に対し；著しく不利であるに反し，後者は著しく有

利でp 斯る脂肪の投与なくしては名画丙態下に於ても

栄養の万全を期し得ずp殊に脂肪の有する glycogen-

eticな Actionあるいは水分代謝に及ぼす影響を重

要視しなければならないのである． 而して不可欠脂肪

酸の欠乏は毛細血管性の出血または浮種発生の基盤と

なり得る可能性を明らかにすることが出来た．更に脂

肪の投与に当って注意すべきことは，それが自働酸化

によって容易に生ずる過酸化物の混入に対しても，極

めて充分なる注意を要すべきことを明らかならしめる

ことが出来た．

回肝硬変症の実験的研究（第3報）一肝血

管系の病態生理一

外I本庄一夫・線｝野幸吾・占部英彦・
足立和保・石黒稔・柴垣進・

土屋涼一・宮脇英利

肝静脈を狭窄してp大に門脈圧冗進，腹水，腹壁静
脈怒張を来さしめp 次でこれら実験犬に及ぼす肝動脈

血流遮断の影響を検し，腹水貯溜犬に対して腹水の消

失， 門脈圧低下， 2.3の肝機能の好転する事実を知り，

既に第l報F 第2報で報告した．

そこで今回協何故に肝動脈血流遮断がいかなる効

果を示すかp 主として門脈循環に就いて検討を加える

と共に，肝動脈血流遮断後の肝嬢死発生率を左右する

抗生物質，その他の因子の作用機転を追究し，肝臓に

対する肝動脈血流遮断時の門脈の意義に就き新しい解

釈を下さんと欲するものである．

同 間脳部腫疹による性早熱

荒木千里

性早熟を伴った間脳腫疹7例と桧果休部に損傷を与

えた一連の動物実験とを報告した. (1）桧果体の内分泌

というものは認め得ないー（2）鶏p ラッテで桧果体周閉

組紙を破壊するとP 多くの身体・生殖器発育抑制例に

混って少数の発育促進例を得るが，どこを損傷すれば

促進を来すのか不明である．叉我々の性早熟4例では

灰白隆起部の変化が問題になるように思われたが，文

献的にはそうとは限らない．結局間脳の任意の点から

朔楠様の異常興奮が起って，それが比較的健存する性

中枢（視床下部前半及び第三脳室上壁部）を慢性刺戟

することが性早熟の原因ではないかと考えるのが多く

の事実を説明するのに一番好都合なように思う. (3）他

方繊毛上皮瞳様組織を混ずる崎形麗によって性早熟を

来すこ とがあり， この種の崎形種が間脳に生じた時に

は，繊毛上皮性の性早熟と間脳性の性早熟とが合併す

ることになる．


